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カウンター横にある返却棚。
皆さんが返された本を書架に返
す前に一時的に並べています。
一見地味なこの「返却棚」、

実はとっても魅力的なコーナー
です。五万冊の蔵書が並んでい
る図書館の書架、なかなか目に
つかない本もあります。その中
から、利用者が色々な観点から
選ばれ借りて行かれた本が集ま
るのが「返却棚」なのです。一
見の価値アリですよ。

借りたかった新刊本が返
って来ていることもあり
ますよ。

図書館は楽しい図書館は楽しい図書館は楽しい図書館は楽しい
図書館の上手な使い方図書館の上手な使い方 ～その～その@～ 
掘出し物の宝庫？「返却棚」

図書館の上手な使い方 ～その@～ 
掘出し物の宝庫？「返却棚」

手づくり絵本展＆ワークショップ手づくり絵本展＆ワークショップ手づくり絵本展＆ワークショップ
感動いっぱい

去る12月11日（日）、東京手づくり絵本ネット
ワーク代表、青木珠代さんをお招きして、全国の
手づくり絵本の展示と、実際に絵本を作るワーク
ショップを行ないました。氷雨の中、たくさんの
方が訪れ、素晴らしい絵本の数々と、熱気あふれ
るワークショップに、図書館は一日賑わいました。

全国から集まった手づくり絵
本は約100点。
ワークショップも大盛況でした。

ハローワークの就職情報が好評ですハローワークの就職情報が好評ですハローワークの就職情報が好評です *・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・*・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・

図書館入口右側にビジネス支援コーナーがあります。去年12月からハローワーク米子発行の就職情報の冊子を置
いています。 毎週新しい情報誌に更新されています。他にも、就職から税金・起業など様々な種類のパンフレット
類があり、ご自由にお持ち帰りいただけます。貸出用として『会社四季報』も置きました。是非ご利用ください。

『暗い国境線』 逢坂　　剛
『落葉同盟』 赤川　次郎
『てのひらの迷路』 石田　衣良
『虹色ランドスケープ』 熊谷　達也
『釧路霧の街殺人事件』 木谷　恭介
『螺鈿の小箱』 篠田真由美
『天狗剣法』 津本　　陽
『ハルカ・エイテティ』 姫野カオルコ
『春秋名臣伝』 宮城谷昌光
『おらんくの池』 山本　一力
『王国その3 ひみつの花園』よしもとばなな
『今を生きるちから』 五木　寛之
『どんがらがん』 デイヴィッドスン
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※      印は休館日です。
2月は28日が図書整理日です。

●文　学●
『生協の白石さん』 白石　正則
『寂聴あおぞら説法#』 瀬戸内寂聴
『731』 青木冨貴子
『ひと日を重ねて』 紀宮　清子
『下流社会』 三浦　　展
『知って安心かぜ対策』 小菅　孝明
『フライパンで新和食』 奥薗　壽子
『乾物食堂』 大庭　英子
『ターシャの家』 ターシャ・テューダー
『準備いらずの遊び・ゲーム』北村　　研
『続弾！問題な日本語』 北原　保雄

●その他●

『ピーポポ・パトロール』 柏葉　幸子
『やせいりょうりこうえん』 山岡ひかる
『お月さまをかじったねずみたち』 安孫子ミチ
『ほんとうはおもしろいぞ歌舞伎　義経千本桜』

沼野　正子
『ぼくの南極越冬記』 山内はじめ
『おおかみだんなとろば』 八百坂洋子
『それは　ひ・み・つ』 エリック・バクー

●児童書●

『忠臣蔵　上杉家始末』
中野　　元

赤穂浪士の討ち入りは、浅
野家、吉良家だけでなく、吉
良家からの養子を当主にいた
だく上杉家にとっても一大事
であった。米沢藩の命運を負
った二人の家老を描く。
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町
で
は
、
人
権
啓
発
事
業
の
一
環

と
し
て
人
権
標
語
の
募
集
を
７
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
大
人
の
部
48
点
、
中
学
生

の
部
２
６
４
点
、
小
学
生
の
部
３
１

８
点
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
作
品
、

優
秀
作
品
を
次
の
と
お
り
選
定
い
た

し
ま
し
た
。

【
最
優
秀
作
品
】

●
小
学
生
の
部

西
伯
小
５
年
　
田
中
　
優
哉
さ
ん

『
人
の
悪
口
言
っ
た
時

心
に
穴
が
一
つ
あ
く
』

会
見
小
５
年
　
市
川
　
悠
悟
さ
ん

『
優
し
さ
が
く
れ
る
こ
と
ば
に

元
気
出
る
』

●
中
学
校
の
部

法
中
　
２
年
　
松
岡
　
秀
和
さ
ん

『
守
ろ
う
よ
自
分
の
人
権

他
人
の
人
権
』

南
中
　
２
年
　
三
鴨
　
由
衣
さ
ん

『
考
え
よ
う
自
分
の
言
葉

相
手
の
気
持
ち
』

●
大
人
の
部

坂
本
　
和
生
さ
ん

『
知
ら
ぬ
ふ
り
他
人
事
と
思
う
心
が

差
別
を
生
む
』

【
優
秀
作
品
】

●
小
学
生
の
部

西
伯
小
５
年
　
藤
原
　
健
太
さ
ん

『
あ
い
さ
つ
は
笑
顔
に
な
れ
る

魔
法
だ
よ
』

西
伯
小
５
年
　
秦
　
　
友
花
さ
ん

『
み
て
な
い
で
助
け
て
あ
げ
よ

自
分
か
ら
』

会
見
小
６
年
　
森
本
　
拓
哉
さ
ん

『
差
別
す
る
心
を
な
く
そ
う

自
分
か
ら
』

会
二
小
６
年
　
笹
谷
明
徳
さ
ん

『
や
め
よ
う
と
言
え
る
気
持
ち
を

大
切
に
』

●
中
学
校
の
部

法
中
　
１
年
　
前
田
　
晶
子
さ
ん

『「
か
ん
け
い
な
い
」

そ
れ
で
傷
付
く
ひ
と
が
い
る
』

法
中
　
１
年
　
生
田
　
和
也
さ
ん

『
さ
し
の
べ
よ
う
心
を
て
ら
す

や
さ
し
い
手
』

南
中
　
２
年
　
吉
田
　
直
人
さ
ん

『「
差
別
は
だ
め
」
は

心
で
思
っ
て
る
だ
け
じ
ゃ

だ
れ
に
も
つ
た
わ
ら
な
い
』

南
中
　
１
年
　
赤
井
　
良
輔
さ
ん
　

『
差
別
の
芽
早
め
に
気
づ
き

つ
み
取
ろ
う
』

●
大
人
の
部

横
田
　
　
勲
さ
ん

『
あ
な
た
は
自
分
の
生
き
方
に

プ
ラ
イ
ド
が
も
て
ま
す
か
』

坂
本
　
近
子
さ
ん
　

『
人
権
教
育
を
学
ぶ
心
に
芽
生
え
る

思
い
や
り
』

■西伯文化会館■ 

にぎやかにオープニングを飾りました

平
成
17
年
度 

12
月
４
日
（
日
）「
第

12
回
西
伯
文
化
会
館
解
放

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し

た
。当

日
は
心
配
さ
れ
た
天

候
も
晴
れ
わ
た
り
、
尚
舞

会
の
皆
様
に
よ
る
傘
踊
り

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
権
作
文
発
表
、
仲
倉

先
生
の
講
演
、
人
権
劇
、

発
表
会
な
ど
た
く
さ
ん
の

催
し
物
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
展
示

会
場
に
は
多

く
の
皆
様
よ

り
出
品
い
た

だ
い
た
作
品

の
展
示
が
あ

り
、
さ
ら
に

昼
の
お
い
し

い
、
あ
た
た

か
い
う
ど
ん

の
も
て
な
し

は
、
来
館
い

た
だ
い
た
大

勢
の
方
か
ら

大
変
好
評
で

し
た
。


